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経営者の未来と
会社の安心のために。

経営者のリスクに備える

定期タイプ

在任中から勇退後まで手厚くサポートします

終身タイプ 長期定期タイプ（98歳満了）

「就業不能」リスクまで
手厚くサポートします

定期タイプ

在任中のリスクやご勇退に向けての備えは万全でしょうか。
万が一の事態から会社を守り、経営者の未来を支えるために、
アクサ生命はさまざまなサポートを提案させていただきます。

AXA-A1-1709-1425/9F7AXA-A1-1709-1425/9F7

企業ラインナップ

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ
（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継な
ど）を共済制度／福祉制度でサポートしています。 
 
アクサ生命保険株式会社 
鹿児島支社　鹿屋営業所　 
〒893-0015　鹿児島県鹿屋市新川町600鹿屋商工会議所ビル4F 
TEL 0994-44-5870
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鹿屋商工会議所 会頭　坪 水 徳 郎

年頭のごあいさつ

新年あけましておめでとうございます。

　平成 30 年の輝かしい新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。新たな希望を胸に穏やかな新年

をお迎えになられたことと存じます。会員の皆様には、平素より当所の各般に亘る事業活動につきまして、

格別のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　鹿屋商工会議所は昨年 10 月、地域の皆様に支えられ “ 創立 70 周年 ” の節目を迎えることができました。

これまでの 70 年の歩みは、優れた先見性とたゆまぬ努力を持って、幾多の難局と試練に立ち向かってこら

れた、先人諸賢の果敢な挑戦の歴史であり、鹿屋市商工業発展の軌跡そのものであり、歴代の役員・議員・

会員及び関係各位に対しまして、深甚なる敬意と感謝を申し上げます。

　さて、我が国経済は、アベノミクスにより円高・株高の経済環境が出現して、大企業を中心に企業収益改善・

賃金上昇等の経済好循環が生まれ、デフレ脱却・景気回復の糸口が見えて参りましたが、地方や中小企業

への波及効果不足や安全保障を含めた世界経済の影響を受けて、総合的な景気上昇局面には至っていない

のが現状であり、企業の基礎体力を高めるための構造改革・成長戦略の実行が必要と認識しております。

　このような経済環境の下、商工会議所活動の原点である中小・小規模企業の経営支援においては、あら

ゆる企業のライフステージ〔創業・成長・発展・承継〕に応じた経営課題の解決に向け、経営者に寄り添

う伴走型支援により経営力の向上と体質強化を図り、企業の持続的発展に努めて参ります。

　地場産業の振興においては、会員企業の販路開拓・販売促進及び受注機会の確保に努め、併せて大隅地

域が一丸となり、強みである１次産業を基軸とする農商工連携・６次産業化など企業間連携や情報技術〔Ｉ

Ｔ〕を駆使した新たなビジネスモデルの構築を図ると共に、益々グローバル化する経済の枠組みの中、地

場産品の輸出拡大や海外事業展開等のための情報の収集と提供に努めなければならないと考えております。

　社会資本整備については、地方創生の取り組みを支え・加速させるものであり、東九州自動車道・大隅

縦貫道をはじめ地域の快適で利便性の高い生活や経営環境の実現のため、産業交通基盤の拡充に向け官民

一体となり精力的に要望活動を展開して参ります。

　年頭にあたり所感の一端を申し上げましたが、創立 70 周年スローガン：『これまでの感謝を込めて、こ

れからも地域とともに…！』のもと、会員の皆様に真に頼られる組織であり続けるための新たな 10 年に向

けて、これまで築き上げられた歴史を受け継ぎながら、これからの商工会議所に求められる役割の変化を

十分に認識し、現下の重要課題の克服はもとより新たな時代繁栄をめざして、会員企業並びにふるさと鹿

屋のために関係機関との連携を図り『地域社会に貢献する総合経済団体』としての使命を果たして、更な

る “ 大隅地域の経済的自立と地域活性化をめざし ” 最善の努力を尽くして参る所存でございます。

　商工会議所は地域商工業者を会員とする団体であり、会員数と結束力がその源泉です。会員の皆様の声

を結集して諸事業を推進して参りたいと考えておりますので、本年もより一層のご支援・ご協力を賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。

　結びに、本年は『明治維新 150 年』の節目の年であり、ＮＨＫ大河ドラマ『西郷どん』の放送など “ 鹿

児島 ” に注目が集まる１年となりそうですが、新しい年が会員の皆様にとりまして、輝きと飛躍に満ちた年

となりますことを心よりお祈り申し上げまして、年頭のごあいさつとさせて戴きます。
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『新しい力強い鹿児島県』
の実現に向けて

年　頭　所　感

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
　鹿屋商工会議所の皆様には、商工業の振興や地域
のまちづくりなど、本県経済の発展や地域振興に多
大な御貢献をいただいており、深く敬意を表します。
また、県政の推進につきましても、様々な御支援・
御協力をいただき、心から感謝を申し上げます。
　現在、我が国の経済は、緩やかな回復基調が続い
ており、県内経済につきましても、有効求人倍率が
高水準で推移し、緩やかに回復しているところであ
ります。
　県としましては、この景気回復の動きが確実なも
のとなり、地域経済の活性化と雇用の安定・確保が
図られるよう、国・地方を挙げて取り組んでいる地
方創生にも引き続き取り組みつつ、県民福祉の向上
や県勢発展につながる各般の施策の充実に努め、「鹿
児島に生まれてよかった。鹿児島に住んでよかった。」
そう思える鹿児島を全力で目指してまいります。
　昨年は、鹿児島黒牛が悲願であった「和牛日本一」
の栄冠に輝きました。この称号を前面に打ち出し、
国内外に向けて積極的な PR に取り組み、更なる販
路拡大につなげてまいります。
　また、本年は、明治維新から 150 年の節目の年に
当たり、１月 7日からは、NHK大河ドラマ「西

せ ご

郷どん」
の放送が始まりました。県では、国内外から注目が
集まるこの絶好の機会を最大限に生かし、自然・食・
歴史など、全国へ世界へ誇れる一流のものがたくさ
んある鹿児島の魅力を広く発信するため、「かごしま
明治維新博」として大々的なプロモーション・イベ
ントを展開しているところです。この明治維新 150
周年を鹿児島の飛躍の年とし、自信あふれる、勇気
あふれる鹿児島をつくっていくために、官民一体と
なったオール鹿児島で取り組んでまいります。
　大隅地域におきましては、かのやばら園などの魅
力ある観光資源を生かした観光地づくりや、スポー
ツ合宿の拠点施設等を活用した合宿誘致など、広域
的な観光振興に取り組んでおり、さらに、東九州自
動車道、大隅縦貫道などの整備の推進や、国際バル
ク戦略港湾である志布志港の機能充実など、交通ネッ
トワークの形成も進めているところです。
　新たな年を迎え、皆様とともに総力を結集して、
県民の生活が少しでもよくなるよう、様々な施策を
どんどん前に進めてまいりますので、皆様には、県
政に対する御理解・御協力をお願い申し上げます。
　年頭に当たり、鹿屋商工会議所のますますの御発
展と、会員の皆様にとりまして、新しい年が実り多
き一年となりますよう心から祈念いたします。

　新年明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、輝かしい新春をお迎えのこ
ととお慶び申し上げます。
　鹿屋商工会議所会員の皆様には、日頃から本市の
商工業振興のみならず、市政全般にわたり格段の御
支援・御協力を賜っておりますことに、心から感謝
申し上げます。
　私は市長に就任して以来、市民の皆様とともに、
豊かさと温もりを実感できる「市民が主役の明るい
未来づくり」のため、「鹿屋市が大隅地域の将来の鍵
を握る」という強い信念の下
○雇用と所得につながる産業おこし
○みんなで築く安心・安全でやさしい地域づくり
○�笑顔があふれる元気百倍の人づくり
の三つを基本方針とし、各分野における施策を推進
しております。
　特に、地域の景気回復に不可欠である、雇用の創
出と所得の向上においては、「働く場の確立と拡大」
及び「安定した収入の確保」の実現に向け、「鹿屋市
まち・ひと・しごと創生総合戦略」を軸とした、重
点的かつ、戦略的な取組を進めております。
　さて、わが国の経済情勢は、内閣府の月例経済報
告によりますと、「景気は、緩やかな回復基調が続い
ている」とあり、さらに「先行きについても、緩や
かに回復していくことが期待される」となっており
ます。
　鹿屋市におきましても、１人当たりの市民所得が
２年連続で増加しているほか、ハローワークかのや
管内における有効求人倍率におきましても、５年前
と比較して、0.46 ポイント上昇し、1.25 倍となるな
ど、市内経済におきましても、好転の兆しがデータ
に現れているように感じております。
　今後におきましても、中小企業の振興や商店街活
性化等、各種施策を継続・強化し、さらなる地域経
済の回復を図り、持続可能な活力ある地域社会を形
成することで、市民の皆様一人ひとりが夢や希望を
持って安心して暮らせる地域づくりに取り組んでま
いります。
　その実現に向けては、地域の総合経済団体であり
ます貴会議所や関係団体の皆様との連携強化が不可
欠でございます。
　皆様方からいただく御意見を、市政運営に反映し、
さらなる商工業の振興と地域活性化に努めていく所
存でございますので、今後とも御支援・御協力を賜
りますようお願い申し上げます。
　結びに、鹿屋商工会議所の益々の御発展と、会員
各位のさらなる御繁栄を心から祈念申し上げまして、
謹んで新年の挨拶といたします。

鹿児島県知事　三反園　訓 鹿屋市長　中西　茂
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年　頭　所　感

明けましておめでとうございます。
　平成 30 年の新春を迎え、謹んでお喜び申しあげ
ます。
　日本商工会議所会頭として５回目の新年を迎えま
した。各地商工会議所の皆様におかれましては、日
頃から当所事業に一方ならぬご支援・ご協力を賜り、
年頭にあたり厚くお礼申しあげます。
　さて、西暦で下一桁が７の年は、過去に金融に関
わる大きな危機が訪れたこともありましたが、昨年
の世界経済は、米国経済が堅調に推移し、欧州も緩
やかに回復、中国では高成長から安定成長へと軟着
陸に向かっており、全体的に当初の予想を上回る安
定した動きとなりました。わが国経済も、潜在成長
率が回復したとはいえまだ１％程度の実力の割には
健闘しました。しかし持続的な成長に向けて構造改
革の推進とサプライサイド政策の実行がますます重
要になっております。
　一方で、企業を取り巻く環境は、TPP11 の大筋合
意や世界の貿易量の急速な回復など明るい話題があ
るものの、北朝鮮問題、米国の保護主義的な政策、
BREXIT の動きなど、先行きの不透明感も大きくなっ
ております。日本国内では、人手不足の顕在化が、
賃金の上昇にも影響を及ぼし、また、多くの中小企
業における経営者の高齢化、地方経済の疲弊など、
経営者の悩みは尽きなかったのではないでしょうか。
　このように不確実なことが多く、変化のスピード
が速い時代の中では、民間企業の経営者の役割がま
すます重要となっており、各々の経営者が「企業は
何のために、誰のためにあるのか」を考え、その中
で具体的にどう行動するべきかが問われています。
今年は明治維新から 150 年、また、東京、大阪、神
戸の三つの商工会議所が設立 140 周年を迎える年で
もあり、自らの企業経営のあり方を振り返る好機で
ありましょう。
　日本の資本主義と民間企業の発展に多大な貢献を
果たした渋沢栄一翁は、「論語と算盤」を著し、「道
徳経済合一説」という理念の中で倫理と利益の両立
を掲げております。その理念は商工会議所の精神的
な支柱として、現代に受け継がれております。経営
者の皆様には、是非とも渋沢翁の理念を自らの経営
にどう活かすのか、改めて考えていただきたいと思

います。
　さて、大きな時代の変化の中で、平成 30 年を迎
えるにあたり、われわれ商工会議所が取り組むべき
課題は山積しておりますが、私といたしましては、「中
小企業の課題解決が日本経済の成長に直結するもの
である」との信念のもと、以下のような課題に重点
をおいて取り組んでいきたいと考えております。
　１点目は、「人手不足の克服」です。深刻化する人
手不足は、特に中小企業で顕著であり、およそ６割
の企業が人手不足を訴え、この先もますます深刻化
することが確実です。わが国における人手不足解消
のためには、女性、高齢者、外国人などの多様な人
材の活用とともに、ICT などを活用した生産性の向
上が不可欠です。商工会議所としては、会員企業へ
の支援に必要な施策を政府の各種会議などで要請し
ていくとともに、支援事業の実施に取り組んでいき
ます。また外国人材のさらなる活用についても、時
代に応じた抜本的な見直しを訴えていく所存です。
　２点目は、「事業承継」への取り組みです。昨年は、
事業承継税制の抜本拡充を求める「推進大会」を開
催するなど、全国の商工会議所の総力を挙げて、政府・
与党へ働きかけた結果、平成 30 年度税制改正にお
いて、商工会議所の意見が多く盛り込まれた形で、
事業承継税制の抜本拡充が実現しました。改めて税
制改正の実現にご協力いただいた関係各位に厚く御
礼申しあげます。中小企業の事業承継は、単なる相
続の問題ではなく、世代交代による中小企業の活性
化、生産性向上、地方創生など、わが国経済の成長
に関わる大変重要な課題であります。今後５年間で
団塊世代の経営者 30万人が 70歳に到達する「大事
業承継時代」を迎える中で、商工会議所として、事
業承継税制をはじめ、国の施策をフル活用し、わが
国経済を支える中小企業の円滑な事業承継を後押し
していく必要がありますので、引き続き、皆様のご
協力をよろしくお願い申しあげます。
　３点目は、「地方創生」への取り組みです。第一次
産業の活性化、およびインバウンドのみならず国内
観光を含めた観光振興による地域・地方の活性化に
引き続き取り組みます。さらに、2020 年オリンピッ
ク・パラリンピックは、わが国の魅力を世界にアピー
ルする絶好の機会であり、招致から続けてきた大会
成功に向けての取り組みは、商工会議所の使命の一
つと捉えております。加えて、大阪・関西における
2025 年国際博覧会の誘致も強力に進めていくこと
が重要であります。
　平成 30 年は、上述の課題を解決・克服していく
ための１年にしたいと考えております。「未来を拓
く商工会議所」として、日本商工会議所では、全国
515 商工会議所、青年部、女性会などとの連携をさ
らに強化し、企業、地域、ひいては日本経済の持続
成長の実現に向けて全力で取り組んでまいります。

日本商工会議所 会頭　三村　明夫

坪水醸造株式
会社

鹿屋市古前城町５－７
☎42－3177　FAX 42－ 0292
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鹿屋商工会議所 創立 70 周年記念事業

『会員の集い』開催のご案内
　鹿屋商工会議所は、昭和 22 年 10 月の設立以来、皆様のお蔭をもちまして創立 70 周年を迎えることができ
ました。これも偏に会員事業所の皆様方のご支援・ご協力の賜物と衷心より厚くお礼申し上げます。
　このたび、創立 70 周年記念事業の一環と致しまして、会員事業所限定の『会員の集い』を開催することと
なりましたので、別添のチラシにてお申込みの上、ぜひご参加ください。

【日　　　時】	 平成 30 年２月 24 日（土）　第１部　午後６時 00 分開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受付開始 ･･･ 午後５時 00 分より）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　第２部　午後７時 30 分開始

【会　　　場】	 ホテル  さつき苑（鹿屋市西原 1 － 9 － 10 ／℡ 0994 － 40 － 1212）
【内　　　容】	 ＜第１部＞
　　　　　　　 　桂竹丸落語独演会　≪無料≫
	 ＜第２部＞
　　　　　　　 　会員交流懇親会　≪参加費が必要≫
　　　　　　　　　　　【アトラクション】
　　　　　　　　　　　　マジシャン CHUTA　イリュージョンショー

【定　　　員】	 第１部・第２部ともにそれぞれ 200 名（先着順）
【参　加　費】	�� 第２部の会員交流懇親会ご参加者の方は、参加費：3,000 円（お一人様）が必要です
	 ※第１部の桂竹丸落語独演会は無料です

【参加対象者】	 鹿屋商工会議所会員事業所の代表者・役員・従業員及びそのご家族に限ります。
	 ※平成 29 年度年会費を２月 16 日（金）までに納付された事業所に限らせていただきます。
	 ※�原則として、1 事業所３名までの参加とさせていただきます。（参加者が 3 名を超える場合

は事前にご相談ください。）
【申 込 方 法】	 別添のチラシに必要事項をご記入の上、当所総務課までＦＡＸまたはご持参ください。
	 ※事業所単位でとりまとめてお申込みください。

【申 込 締 切】	 平成 30 年２月 20 日（火）必着
	 　※定員に達し次第、締め切らせていただきます。

【お問合せ先】	 当所総務課（℡ 0994-42-3135 ／ Fax0994-40-3015）まで

　11 月７日（火）鹿屋市役所において平成 29 年鹿屋市表彰式が開催され、
当所（元）副会頭の肥後正信氏が市民表彰（産業経済）を受賞しました。
肥後氏は平成 11 年より２期６年にわたり当所副会頭を務められた他、鹿
屋市商店街連絡協議会会長や株式会社まちづくり鹿屋の代表取締役を歴
任され、鹿屋市の商工業の振興と商店街活性化に貢献されました。

鹿屋市民表彰（産業経済）受賞
おめでとうございます
当所（元）副会頭　肥後正信氏

▲桂竹丸師匠 ▲マジシャン CHUTA
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鹿屋市プレミアム商品券加盟店の皆さんへ
～　商品券換金手続きのご案内　～

　加盟店登録申請を行った商工会議所・商工会の事務局窓口へ「加盟店登録証」を提示し、「裏面に加盟店
印を押印した使用済み商品券」と「必要事項を記入した換金依頼書」を提出し換金を依頼してください。

（平成 29 年 12 月に発行した鹿屋地区限定地域振興商品券／串良・輝北・吾平限定地域振興商品券の換金
締切日もプレミアム商品券と同じ日程です。）

～換金締切日のお知らせ～ 1月29日（月）〔換金手続最終回〕
換金時間　土・日祝日を除く　9時～16時まで

＜詳しくは加盟店説明会時にお配りした換金日程表でご確認ください＞

商品券利用期限　　　平成30年１月14日（日）まで
換金手続最終締切日　平成30年１月29日（月）
※�1月30日（火）以降の換金手続きについては一切受け付けられませんのでご注意ください。

【お問合せ先】	 鹿屋市プレミアム商品券発行事業実行委員会
	 〔鹿屋商工会議所〕	 TEL 0994-42-3250（専用ダイヤル）
	 〔かのや市商工会〕	 TEL 0994-63-3032 

「平成 30年新春賀詞交歓会」開催される！
　１月４日（木）ホテルさつき苑にて、新春恒例の賀詞交歓会が各種団体連絡協議会の主催で開催され、
大隅地域の事業所、団体、行政関係者ら 72 団体 481 名が参加しました。
　各種団体連絡協議会田中俊實会長のあいさつをはじめ、森山ひろし衆議院議員、中西茂鹿屋市長らが
祝辞を述べられました。その後、恒例の鏡開きが行われ、坪水徳郎鹿屋商工会議所会頭の発声で乾杯し
開演。参加者らは新年の挨拶を交わし、親睦を深めていました。

▲当所坪水会頭の発声で乾杯
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平成 29 年度永年勤続優良従業員表彰式
29 事業所 78 名が受賞

▲本年度永年勤続優良従業員表彰受賞者の皆様
　地元企業に永年勤続された従業員の方々を対象とし、功績を讃え、激励するとともに、勤労意欲の向上を図るべく、
去る 11 月 13 日（月）に、当所にて「平成 29 年度永年勤続優良従業員表彰式」が開催されました。当所坪水徳郎
会頭及び中西茂鹿屋市長より、29 事業所、78 名の受賞者の方々に表彰状と記念品が授与され、また、衆議院議員
森山ひろし氏、鹿屋労働基準監督署夏迫昭人署長、鹿屋公共職業安定所瀬戸雄作所長より祝辞を賜りました。
　受賞者を代表して久保醸造合名会社の佐々木茂己さんが、「今日まで大過なく勤められましたのも、偏に社長をは
じめ、上司・同僚ほか、関係諸氏のご指導・ご援助の賜物と感謝の念に堪えません。今後は、本日のこの感激を忘
れることなく、更に会社の期待に添うよう仕事に励み、与えられた職務遂行のため、より一層精励する所存でござ
います。」と謝辞を述べられました。

▲受賞者を代表して謝辞を述べる
久保醸造合名会社の佐々木茂己さん

平成 29年度表彰者数
５ 年 勤 続 の 部 17 名
10 年 勤 続 の 部 20 名
15 年 勤 続 の 部 17 名
20 年 勤 続 の 部 　9 名
25 年 勤 続 の 部 　6 名
30 年 勤 続 の 部 7 名
35 年以上勤続の部 2 名

合　　計 78 名
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平成 29 年度永年勤続優良従業員表彰受彰者名簿 ～おめでとうございます～

事業所 氏　　名
勤続 35 年以上表彰者（鹿屋市長・鹿屋商工会議所会頭表彰）
㈲マサル商会 川　原　三　男　 さん
㈲マサル商会 中　村　絹　子　 さん
勤続 30 年表彰者（鹿屋市長・鹿屋商工会議所会頭表彰）
㈱吉留住設 宮　城　　　弘　 さん
㈱吉留住設 福　留　　　久　 さん
坪水醸造㈱ 永　田　重　人　 さん  
坪水醸造㈱ 松　澤　正　樹 　さん
大洋設備㈲ 原　口　正　士　 さん
㈱モナミ 濱　﨑　　　茂　 さん
㈲マサル商会 池　田　裕　一　 さん

勤続 25 年表彰者（鹿屋市長・鹿屋商工会議所会頭表彰）
㈱宇都電設 宇　都　広　志　 さん
㈱空間デザインたにぐち 久　保　信　一 　さん
はまよし㈱ 内和田　幸　二　 さん
㈱さつき苑 室　屋　信　一　 さん
㈱モナミ 星　野　勝　秀　 さん
㈱鈴屋 甫　村　友　子　 さん
勤続 20 年表彰者（鹿屋市長・鹿屋商工会議所会頭表彰）
㈱エーアイエー 横　原　まゆみ　さん
㈱別府商会 冨　松　哲　治　さん
㈱大隅運輸 古　野　春　生　さん
㈱吉留住設 吉　村　義　昭　さん
久保醸造合名会社 佐々木　茂　己　さん
久保醸造合名会社 池之迫　洋　人　さん
㈲川畑工業 駒　路　弘　志　さん
㈱モナミ 松　元　　　守　さん
遠矢司法書士事務所 軀　川　夏　世　さん
勤続 15 年表彰者（鹿屋商工会議所会頭表彰）
㈱エーアイエー 前　原　和　江　さん
㈱宇都電設 肥　後　嘉一郎　さん
㈱大隅運輸 外　山　秀　人　さん
㈱大隅運輸 鎌　田　康　徳　さん
㈱大隅金属 瀬戸口　成　吉　さん
㈱大隅金属 宮　島　幸　雄　さん
㈱大隅金属 西　田　俊　文　さん
はまよし㈱ 本　地　芳　江　さん
久保醸造合名会社 大　田　水　江　さん
㈱南九 池　田　隼　人　さん
三和物産㈱ 美　坂　孝　久　さん
㈱中央電機 中　窪　勝　昭　さん
鹿児島綜合警備保障㈱ 石　村　真　一　さん
大海酒造㈱ 澤　田　貴　幸　さん

事業所 氏　　名
大海酒造㈱ 篠　原　　　惠　さん
大海酒造㈱ 松　谷　岸　子　さん
大海酒造㈱ 畑　中　りよ子　さん
勤続 10 年表彰者（鹿屋商工会議所会頭表彰）

㈱エーアイエー 土　成　邦　彦　さん
㈱大隅金属 中　原　真　樹　さん
㈱西日本浄化サービス 北　野　兼　一　さん
㈱西日本浄化サービス 畠　中　進　市　さん
㈱吉留住設 末　永　リ　ラ　さん
㈱吉留住設 小　原　真　咲　さん
㈱吉留住設 柚　木　明　美　さん
㈱吉留住設 時　吉　稚　章　さん
久保醸造合名会社 半下石　たち子　さん
大洋設備㈲ 上　西　正　春　さん
三和物産㈱ 小　村　　　進　さん
三和物産㈱ 岡　村　雄　三　さん
㈱モナミ 古　市　紀　博　さん
㈱モナミ 井手口　浩太郎　さん
岩越自動車㈱ 村　岡　耕　治　さん
大隅物流事業協同組合 山　薗　　　淳　さん
大隅物流事業協同組合 時　村　勝　代　さん
㈲大姶良運送 山　口　里　志　さん
㈲大姶良運送 福　留　広　美　さん
大海酒造㈱ 柏　木　輝　美　さん
勤続５年表彰者（鹿屋商工会議所会頭表彰）
㈱西日本浄化サービス 佐　野　広　行　さん
㈱西日本浄化サービス 新　地　貴　久　さん
はまよし㈱ 俣　江　雅　代　さん
久保醸造合名会社 有　留　やす子　さん
㈱さつき苑 真　田　幸　恵　さん
㈱さつき苑 谷　村　良　子　さん
㈱岡本産業 三　村　弘　司　さん
㈱岡本産業 大　井　　　学　さん
㈱岡本産業 池　田　雅　俊　さん
㈱南九 柳　川　奈保子　さん
㈱南九 森　﨑　　　真　さん
㈱伊東商会 中　村　　　圭　さん
鹿児島綜合警備保障㈱ 重　留　慎　悟　さん
㈲大姶良運送 哥　丸　麻里香　さん
㈲大姶良運送 福　永　一　樹　さん
㈲メディケア 新名主　素　子　さん
㈲メディケア 船　附　隆　博　さん

株式会社 さくら鹿屋市札元１丁目19-20
TEL：0994-41-0046

鹿屋市永小原町３５５８-3
TEL：0994-47-2855
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「すぐ役立つ！楽しい！ビジネスラッピング」
　当セミナーでは、バレンタインや卒業・就職・入学などの贈り物に向けたアレ
ンジのほか、多様な贈り物の組み合わせ方やディスプレイ用ラッピングが学べま
す。
　この機会に、まごころを包むラッピングの実践術を学びに是非ご参加ください。

【日　　時】　平成 30 年 2 月 2 日（金）14 時 00 分～ 16 時 30 分
【場　　所】　鹿屋商工会議所（鹿屋市新川町 600 番地）
【講　　師】　ラッピングコーディネーター　名和　亜弓　氏
【受　講　料】　当所会員事業所  1,000 円　　非会員事業所  3,000 円　※材料費含む
【定　　員】　30 名（先着順）
【申込方法】	� 同封のチラシに必要事項をご記入の上、FAX にてお申込ください。
【お問合せ先】	 当所中小企業振興部振興課まで
　　　　　　（TEL:0994-42-3135 ／ FAX:0994-40-3015）
※詳しい内容につきましては、同封のチラシをご確認ください。

受講生募集！

　11 月 21 日（火）、奄美市の奄美観光ホテルにて、
第 26 回鹿児島県下商工会議所女性会合同研修会が開
催され、県下 11 商工会議所の女性会会員 139 名が参
加しました。当所女性会からも右田恵美子会長をはじ
め 10 名が参加。
　二部構成の研修会では、㈲地産地消レストラン 瀬里
奈 代表取締役 久留ひろみ 氏と㈱エアポート TV ネッ
トワークジャパン代表取締役 濱田大 氏が講演。
　２人の講師に共通したことは、一度、地元を離れた
ことにより、地域の魅力を改めて感じたこと。そして、
現在の自分が形成されたのは、人との出会い、言葉の
大切さが大きく影響しているということでした。
　今回の研修で学んだことを、女性ならではの視点や感性で地域の発展に反映させたいと感じさせられた
合同研修会でした。

第 26 回鹿児島県下商工会議所女性会合同研修会 IN  AMAMI 開催
県下 11 商工会議所女性会会員 139 名が参加！

女性会通信

講師プロフィール
1968年生まれ。平成６年TVチャ
ンピオン「第１回ラッピング王選
手権」、平成７年 TBS「暮らしに
役立つ情報」、平成 12 年「ため
してガッテン」など多数 TV 出演。

▲名和亜弓氏

▲研修会に参加した女性会メンバー

老舗ホテル料理長の
こだわりをお届けします。
オードブル 慶弔料理 各種弁当

0120-938-1390120-938-139
ご予約・お問い合わせ専用ダイヤル ご予約・お問い合わせ専用ダイヤル受付時間／AM9:00〜PM9:00迄（年中無休）

フリー
ダイヤル

FAX 0994-42-5226 専用 FAX ご予問い合わせ専用ダイヤル受付時間／24時間対応

〒 893-0064　鹿児島県鹿屋市西原 1丁目 9番 10号

結納 節句 入学
卒業

行楽 法事 研修
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～新春経済
講演会～

講師：経済ジャーナリスト

　　　 須田慎一郎 氏

　経済ジャーナリストとしてご活躍中の「須
田慎一郎氏」を講師として迎え、「新春経済講
演会」を開催致します。
　わが国の経済の現状と先行きについて、ま
た、今後の地域経済を取り巻く環境などにつ
いてご講話頂き、小規模事業者をはじめとし
た地域の事業主の方々にとって有益なお話を
頂ける絶好の機会となっておりますので是非
足をお運びください。

『日本経済の展望と
　　　　これからの中小企業』

講師プロフィール
経済ジャーナリスト。経済紙の記者を経て、
フリー・ジャーナリストに。各種週刊誌な
どで執筆活動を続けるかたわら、テレビ、
ラジオ等各メディアで活躍中。 また、平成
19年から24年まで、内閣府、多重債務者
対策本部有識者会議委員を務める。

【日　　時】	 平成３０年２月２８日（水）　１４：００～１５：３０

【場　　所】	 鹿屋商工会議所　（鹿屋市新川町６００番地）

【参 加 費】	 当所会員：無　料　　非 会 員：１，０００円

【申込方法】	 電話又は同封のチラシに必要事項をご記入の上、FAX にてお申込みください。

【お問合せ】	 当所中小企業振興部振興課まで　　

	 TEL 0994-42-3135 / FAX 0994-40-3015
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鹿屋市内の空き店舗調査を実施 !!
　当所では、鹿児島県（商工労働水産部）からの要請に基づき、鹿児島県の商業活性化対策及び今後の商
店街活性化施策等の基礎資料とするため、毎年、鹿屋市内の『空き店舗調査』を実施致しております。今
年は、平成 29 年 11 月時点で、鹿屋市内の 10 地域（商店街・通り会等区域を基本に）を対象に、空き店
舗数並びに空き店舗率等を調査致しましたので、下記の通りお知らせ致します。
　今回の調査では、リナシティ内に ｢ダイニング 360｣ や、大手町の ｢リビングおおすみ｣、白崎に ｢フェ
スティバロ｣ などが開店した一方、大手町の ｢理美容室｣、白崎の ｢社労士事務所｣、寿の ｢リサイクル店｣
などが閉店し、空き店舗率は 20.2％（昨年 : Ｈ 28 が 20.9％）となり、昨年と比較して若干改善された結
果となりました。

＼ 商店街・通り会等名 総店舗数 空き店舗数 駐車場 空き地 空き店舗率
1 北田大手町商店街 ２５ ６ １２ ２ ２４．０％
2 鹿屋本町一番商店街 ３３ １９ ７ ２ ５７．５％
3 鹿屋仲町商店街 １０ ４ １ １ ４０．０％
4 水神横丁商店街 １６ ６ ８ １ ３７．５％
5 大手町商店街 ９ ０ ３ ０ ０．０％
6 リナシティかのや専門店 １１ ２ ０ ０ １８．１％
7 向江昭栄通り ３１ １０ ２２ １１ ３２．２％
8 共栄町通り会 ３３ ４ １２ ６ １２．１％
9 朝日白崎新川通り会 ３７ ７ ３ ２ １８．９％

10 寿商店街 １３６ １１ ２１ ７ ８．０％
合　　　計 ３４１ ６９ ８９ ３２ ２０．２％

◎鹿屋市内の空き店舗状況

※空き店舗の考え方
　営業を営める形態にはあるが、現在、店を閉鎖して商業活動が行われておらず、一般的に判断して空き店舗と見
られる状況にあるもの。但し、住宅・倉庫及び車庫として活用しているものは含まない。尚、店舗のカウントは、
各商店街 ･通り会の主要道路に面する１階店舗で、昼間の営業を行っていることが条件である。従って、奥まった
場所に位置する店舗、２階以上の店舗、夜間飲食店（居酒屋・スナック含む）は店舗数にカウントしない。又、公
共的な施設や駐車場・病院・事務所・塾などもカウントしない。

農業用諸機械

株式
会社

〒893-0009
本社　鹿児島県鹿屋市大手町12-1

TEL (0994)43-4178
FAX (0994)44-9371

鹿児島県行政書士会会員、福岡入国管理局届出済

行政書士 寺 岡 正 善
鹿屋市田崎町２８１５番地（セブンイレブン前）

遺産分割協議書作成・遺言作成・お墓の改葬手続
銀行口座解約手続・成年後見・任意後見契約

農地転用許可・各種許認可の申請
外国人の在留資格更新・変更申請
会社設立手続、定款・議事録作成

車庫証明・車の名義変更
離婚協議書、夫婦円満契約書など

※ 土日・祭日希望の方は、別途ご連絡下さい。

無料相談、随時受付中！
☎ ４５－５５３９

新入会員のご紹介　～　ご加入いただき、ありがとうございました！～
事業所名 代表者名 所在地 業種

㈱グランピット 林 　 憲 一 鹿屋市笠之原町 1908-1 自動車販売
Green　Rose 浅 海 文 代 鹿屋市大手町 11-16 宝城ビル 1F フラワー教室・生花販売
nap 上馬庭  ちず子 鹿屋市新川町 163-24 美容サロン
㈱まえぞの 前 園 康 隆 鹿屋市串良町下小原 3280-3 防水工事
森山商事㈾ 森 山 正 道 鹿屋市札元 1-24-5 不動産業
里暉興業 松 山 良 二 鹿屋市笠之原町 10-43 建設業

【50音順・敬称略】

▲昨年オープンした店舗
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お申込はお済みですか？（容器包装のリサイクル）
～平成 30 年度の再商品化委託申込受付中～　　申込締切日：平成 30 年２月９日（金）

容器包装リサイクル法（以下「法」という。）により、
●食品、清涼飲料、酒類、石けん、塗料、医薬品、化粧品等の製造事業者
●小売・卸売業者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●びん、ＰＥＴボトル、紙箱、袋などの製造事業者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●輸入事業者（容器や包装が付いた商品の輸入等）
●テイクアウトができる飲食店・通販業者など
　�上記、「容器」「包装」を使って商品を売ったり、「容器」をつくっている事業者は、再商品化（リサイクル）の義務を負う

可能性があります（但し、小規模事業者は除きます）。
　※�【再商品化（リサイクル）の義務】を負う特定事業者に該当するか否かは、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会コー

ルセンターにご相談ください。
　なお、「特定事業者」でありながら、再商品化義務を履行していない場合は、平成 12 年 4 月の「法」の完全施行時まで遡
及して義務を履行していただく（再商品化委託申込を行っていただく）必要がありますのでご注意ください。
●お問合せ先
　鹿屋商工会議所　中小企業振興部　TEL：0994-42-3135
●法律の概要、特定事業者の判断、遡及申込等に関する相談は、
　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　コールセンター　　TEL：03-5251-4870
●委託申込関係書類の請求は、
　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　オペレーションセンター　TEL：03-5610-6261　　FAX：03-5610-6245
●協会ホームページ URL：http://www.jcpra.or.jp　
　“ リサイクル協会 ” で検索いただくと、再商品化委託申込に関する情報を掲載しています。
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鹿屋まちゼミ

お問い合わせ先：北田・大手町商店街　☎ 0994-45-6004

第１回

北田・大手町商店街振興組合
鹿屋本町一番商店街振興組合

お店の方が講師となって、プロならではの“知識”や“コツ”を
無料で教えてくれる少人数制のミニ講座です。

開催期間：１月15日（月）～２月20日（火）

全24講座！

得する街のゼミナール

参加者募集！

お店の人が
教えてくれる！

って何？
お申し込みは
各店へ！！
お申し込みは
各店へ！！

受講料無料 短時間受講安心して受講して
いただくため

販売行為は
いたしません

※�講座によって材料費が�
かかるものがあります。

※�材料費は当日会場で�
お支払いください。

※�１講座60分～90分�
程度です。

1 32３つ
の

特徴

１/６（土）
 受付開始

まちゼミ開催ＭＡＰ

❶❷⓲
⓭⓱

❸��

❹❺❽

❼⓬⓮⓳�

⓴

�

❾⓯⓰

❻ ❿

⓫

まちゼミ開講スケジュール
日 月 火 水 木 金 土

1/15 16 17 18 19 20
� ❷❺� ❷❹� ❻ ❷❿⓫ ⓱

21 22 23 24 25 26 27
❸ ⓬� ❽ ❼ ❻⓳ ❶❹⓮ ⓭⓯⓱�

28 29 30 31 2/1 2 3
❸ ❿⓮�� � ⓳ ❾⓫ ⓲

4 5 6 7 8 9 10
❸❼⓴ ❿ � ❶❻� ❾⓰⓳ ⓮⓯⓱

11 12 13 14 15 16 17
建国記念の日

⓴
振替休日 ❽ ❼ ❹ ❾⓬ ⓭⓰⓲�

18 19 20
❶⓲⓴ ⓬ ❹❺❽ ※お申し込み後のキャンセルは材料費を頂戴する場合があります。

※小学生以下は保護者同伴でのご参加をお願いします。
※会場や駐車場の有無などは、お申し込み時に各店にご確認ください。

申し込みは各店へ！
「まちゼミの申し込みです」とお電話ください。
◆�定員になり次第締め切らせていただきます。
◆�申し込みは、各店の受付時間内にお願いします。
◆�申し込み初日は、電話回線の混雑が予想されます。
ご了承ください。
◆�受講対象者が限定されている講座もあります。ご
注意ください。
◆�各講座ともに、申し込みの際に受講時の持ち物を
ご確認ください。

　「まちゼミ」とは、お店の方が講師となって、その道のプ
ロならではの “専門知識 ”や “ 情報 ”、“ コツ ” などを、お
客様へ無料でお伝えする少人数のミニ講座のことで、鹿屋
市では初めての開催となります。

○開催期間：平成 30 年１月 15 日（月）～　２月 20 日（火）
○開催場所：北田・大手町商店街、鹿屋本町一番商店街の各店舗
○申込方法：開催中の各店舗へ、直接お電話にてお申込みください。
○お問合先：北田・大手町商店街振興組合　TEL：0994-45-6004
　※�詳細については、上記までお問合わせ頂くか、商店街の参加店

舗にてご確認ください。
　※�受講料については原則無料、但し講座によっては、材料費等を

頂く場合もございますので、事前にご確認ください。

第１回鹿屋まちゼミ !!

北田・大手町商店街振興組合
鹿屋本町一番商店街振興組合「商店街通信」
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第 39 回鹿屋市秋まつり　「歩行者天国」
8,000 人の来場者で賑わう！

　11 月 26 日（日）鹿屋市中央地区商店街（北田町・本町・仲
町・大手町・西大手町）にて、「第 39 回鹿屋市秋まつり歩行者
天国」が開催されました。
　昭和 54 年北田・大手町地区のアーケードが完成し、本町地
区から北田地区までアーケードが繋がったことを機に始まった
歩行者天国も今回で 39 回目。当日は、雨の降るあいにくの天
候にもかかわらず約 8,000 人が来場しました。
　昼の部では、商店街の手作りのゲームコーナーやカンパチダ
ンス・大隅戦士ハヤブサキングヒーローショー等を始めとする
ステージイベントが行われたほか、おおすみ ACT 展、TAX フェ
アなどの各種イベントが同時開催されました。
　また、夜には新酒まつりが開催され、約 1,500 人の方々が来
場。昼夜を通して大盛況のうちに終了することができました。

　12 月８日（金）、㈱エイチ・エーエルの太田敬治氏を
講師に迎え、経営計画作成支援セミナーが開催されまし
た。
　セミナーでは、経営計画の重要性から、策定までのス
テップ、現状・課題整理、強み・事業機会の考え方等の
ほか、小規模事業者持続化補助金やものづくり補助金、
経営力向上計画、経営革新計画など国の施策説明があり
ました。
　参加者からは、「経営計画の作成に向けて、継続的な
支援を受けたい」、「持続化補助金などの申請を目指した
い」などの声もあり、熱心に聴講していました。

　12 月 19 日（火）当所において、合同会社 PDCA デ
ザイン代表社員の櫃間 霞（ひつま かすみ）氏をお招き
し、消費税軽減税率対策セミナーを開催致しました。
　まず、始めに「補助金・助成金」の違いを説明され、
近年の「補助金・助成金」の特徴として、事業承継や
IT・人手不足解消に焦点を当てたものが増加してきてい
る事を述べられました。
　そして、平成 31 年 10 月の消費税率 10％に併せて導
入される予定の軽減税率に備え、国では『軽減税率対策
補助金』を設け支援を行っている。複数税率対応レジ導
入や受発注システムの改修等に活用できる点、またレジ
導入補助金を例に、申請のポイント等について解説され
ました。

▲ 8,000 人が来場した鹿屋市秋まつり

▲経営計画作成支援セミナー ▲「補助金・助成金」のポイントを学ぶ参加者

鹿屋商工会議所セミナー報告
12.8 12.19事業計画の策定に繋がる！

経営計画作成支援セミナー
「補助金・助成金活用のポイント」
消費税率アップに今から備える！

(                       )
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商工会議所LOBO（早期景気観測）　ー2017年 12月調査結果ー

業況DIは、改善続く。先行きは慎重な見方が残るも横ばい圏内の動き

ポイント
▶ 12 月の全産業合計の業況 DI は、▲ 13.3 と、前月から +1.6 ポイントの改善。電子部品や自動車関連の生産が引
き続き堅調に推移した。また、消費の持ち直しから小売業、サービス業を中心に売上が改善した。株価上昇を背景に
高付加価値品の売上が増えたほか、例年より早い気温の低下に伴う冬物商材の動きや、インバウンドを含む観光需要
の拡大を指摘する声が聞かれた。他方、深刻な人手不足に加え、鉄鋼、農水産物などの仕入価格や運送費の上昇、食
料品・日用品に対する消費者の低価格志向を指摘する声が依然として多い。中小企業の景況感は総じて緩やかな回復
が続くものの、その動きには鈍さが見られる。
　先行きについては、先行き見通し DI が▲ 16.6（今月比▲ 3.3 ポイント）と悪化を見込むものの、「好転」から「不
変」への変化が主因であり、実体はほぼ横ばい。消費の持ち直し、インバウンドを含めた観光需要拡大、輸出や設備
投資の堅調な推移などへの期待感がうかがえる。他方、人件費の上昇や受注機会の損失など深刻な人手不足の影響や
原材料費・燃料費・運送費の上昇、コスト増加分の販売価格への転嫁遅れを懸念する声も多く、中小企業においては
先行きに慎重な見方が残る。

【ブロック別概況・九州】
○全産業の業況DI は、前月と比べ改善。産業別にみると、
サービス業で悪化、卸売業で横ばい、その他の3業種（建設、
製造、小売）で改善した。
各業種から寄せられたコメントは以下のとおり。
〇「鋼材や木材などの資材価格や人件費が増加しているも
のの、旺盛な民間工事による売上増でカバーし、採算は前
年比横ばいを維持できた」（一般工事業）、「販売先の高い設
備投資意欲から受注が多く、売上は堅調。従業員のモチベー
ション向上のためにベースアップを実施し、さらなる売上
増を図る」（産業用機械製造業）、「忘年会等の宴会需要が多
い時期にもかかわらず、人手不足で予約を断らざるを得な
いことが増え、売上は悪化した」（飲食業）
〇業況の先行き見通しDI は、全産業では今月と比べ悪化の
見込み。産業別にみると、卸売業、サービス業で改善、その他の3業種で悪化の見込み。

従業員 DI

売上 DI

採算 DI
業況 DI

資金繰りDI

仕入単価DI
（下落－上昇）

●調査期間：2017年 12月 13日～19日　 ●調査対象：全国の422商工会議所が、3,868企業にヒアリング
● �DI値とは：業況・売上・採算などの各項目についての判断の情況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景
気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向きの傾向を表す回答の割合が
多いことを示す。

『特定退職金共済制度』におけるマイナンバー対応のお知らせ
　現在、多くの事業所様にご加入いただいております『特定退職金共済制度』（受託会社 : アクサ生命保険株式
会社）の給付金請求書類の提出につきまして、今後、マイナンバーの観点よりその提出方法を下記の通り一部
変更させていただくこととなりましたのでお知らせ申し上げます。
　共済契約者（事業主）様には、ご不便をお掛けする場合もあるかとは存じますが、何卒、趣旨ご理解の上、
ご協力を賜わりますようよろしくお願い申し上げます。
≪変更点≫
　『特定退職金共済制度』における個人番号（マイナンバー）の記載されている各種請求書類（脱退用紙等）
については、「共済制度推進員は取り次ぎを一切行なわず、共済契約者（事業主）様が鹿屋商工会議所総務課
に直接、ご提出（窓口へ持参または郵送）いただく」こととなりました。
　何卒、ご協力を賜わりますようよろしくお願い致します。

【本件に関するお問合せ先】　鹿屋商工会議所　総務課　共済係　℡０９９４－４２－３１３５
　　　　　　　　　　　　　アクサ生命保険㈱　鹿屋営業所　℡０９９４－４４－５８７０
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会員さんのひろば

きこり Gallery
　今月７日（日）から放送が始まった NHK 大河ドラマ「西郷
どん」。書店には西郷隆盛関連の書籍が多く並んでおり、西郷
隆盛のみならず同時代に活躍した偉人達が再び注目を集めそ
うです。
　昨年 10 月 20 日（金）にオープンした鹿屋市下堀町にある
きこり Gallery では、「明治維新 150 周年薩摩の偉人たちの書
画」と題し、幕末に活躍した偉人の書画を展示しています。維
新の３傑といわれた西郷隆盛、大久保利通、木戸孝允の書や
村田新八所有の銃、他にも作家の幸田露伴や林芙美子自筆の
文書を展示しています。
　また館内には、著名な漫画家の原画やサイン入り色紙を展
示しており、大人から子供まで楽しめるギャラリーとなって
います。
　この機会に是非足を運んでみてください！

開館時間　午前９時～午後６時　水曜日休館
入 館 料　無料

株式会社南九
鹿屋市下堀町９５７８－５

▲ 10 月 20 日にグランドオープンしたきこりギャラリー

▲右から２番目が西郷隆盛の書
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相談会場　南九州税理士会・鹿屋支部の会員事業所
　　　　　相談を希望される税理士事務所に電話予約をして下さい。

税理士には、職務上知り得た秘密を守る義務（守秘義務）が
課されていますので、安心してご相談下さい。

税理士はあなたの暮らしのパートナー
南九州税理士会 ・ 鹿屋支部

経営支援に関するアンケート調査報告
　当商工会議所では、小規模事業者支援法に基づき、国より認定を受けました「経営発達支援計画」により、
平成 29 年度から経営計画作成支援セミナーをはじめとする伴走型支援事業を実施しているところです。
　伴走型支援事業の一つとして、今後の支援活動の基礎資料とする為実施した標記アンケートにつきまして、
結果を取りまとめましたのでご報告するとともに、ご回答頂きました皆様にはこの場を借りて御礼申し上げ
ます。
　なお、詳細なアンケート結果につきましては、当所ホームページ（kanoya-cci.omega.ne.jp）にてご覧頂け
ます。
　本調査結果に基づき、各種セミナーなど伴走型支援事業に取り組んで参りますので、よろしくお願い申し
上げます。

【お問合せ先】	 当所中小企業振興部振興課まで　（TEL:0994-42-3135 ／ FAX:0994-40-3015）

調査結果概要

経営上の問題点について

事業計画について

事業承継について

調査時期　平成 29 年８月 30 日 ～ ９月 30 日
調査対象　旧鹿屋市の小規模事業者等　3,011 件
調査方法　郵送後、FAX・訪問にて回収
回 答 数　148 件

・�小規模事業者以外では、事業計画（経営計画）
を作成したことがある割合が高く、小規模事業
者では、約半数が「一度も作成したことがない」
と回答。

・�事業計画（経営計画）の作成状況と売上高をみ
ると、作成している事業者の方が、売上が増加
傾向にある。

 ・�小規模事業者では、「売上（受注）不振」と回答
した割合が高い。業種別では、製造業 58.8％、
卸売業 57.1％、小売業 66.7％という結果。

・�「売上（受注）不振」以外では、「労働力不足」や「原
材料（仕入）価格の上昇」、「顧客・消費者ニー
ズの変化」が上位となっている。

 ・�「廃業を予定している」事業者は小規模事業者に
多く、約２割を占める。

 ・�廃業する理由では、「後継者がいない」や「体力
の限界」が多い。

 ・�代表者が 70 代以上の事業者では、４社に１社
が「まだ考えていない」と回答。
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本  社 鹿屋市札元2丁目3808－6
TEL 0994-43-3094 FAX 0994-43-7172

支  店 志布志市志布志町志布志2丁目16番21号
TEL 099-471-1328 FAX 099-471-1329

本年もお
引き立の程 何卒宜しくお願い申し上げます

「『おひとりさま』が変える
               三つの消費スタイル」

　この先の消費者の動向を知る上で押さえておかな
ければならない大きなトレンドの一つに「おひとり
さま世帯」の増加があります。テレビアニメ「サザ
エさん」に描かれているような３世代同居の家族は
今や少数派で、１人暮らし世帯と２人暮らし世帯が
国内の６割以上を占めています。生涯未婚率も男女
ともどんどん高くなっており、さらに今後はシニ
ア世代の１人暮らしも増えると予想されています。
２０１５年時点で全国の 34. ６％が単独世帯で、例
えば小人数世帯化が進む東京都では全体の 47. ３％
の世帯が１人暮らし世帯です。渋谷区、豊島区、新
宿区、中野区に至っては 60％以上が「おひとりさま」
です。
　１人暮らし世帯が増えると当然ながら消費は小口
化します。例えばキャベツはまるごと１個は買わな
くなり、半分、あるいは４分の１にカットしたもの
でないと売れません。こうした変化は衣食住のさま
ざまな局面に現れます。思えば胃腸薬や風邪薬の瓶
も昔に比べて小さくなりました。よく地方でお土産
品として売られるジャムや蜂蜜なども、小さな瓶で
ないと売れません。
　小口化だけでなく、消費行動が起きる時間も分散
します。例えば食事の時間ですが、サザエさんでは
家族がそろってちゃぶ台で晩ご飯を食べます。そう
する方が経済的で効率が良いためです。ところが１
人暮らしになると、何時にどこで食べても構いませ
ん。
　このように消費される時間が変化することは、何
を引き起こすのでしょうか。例えば洗濯機に求めら
れる機能は大きく変わりました。かつては主婦が家
族の分をまとめて洗うため、大容量で汚れもよく落
ち、さらに節水などのエコ機能が重視されました。
その後、重要な機能になったのは「時短」です。よ
り短時間で洗い終わることが求められました。さら
に現在は「静音」です。１人暮らしでは帰宅後の夜
に洗濯せざるを得ないことが多く、近隣の迷惑にな
らないよう静かさが求められています。

　もう一つの消費スタイルの変化は、「オタク化」
ともいえるような、より趣味性の強いものが売れる
ようになることです。世間的にはちょっと変わった
ものでも自分の好みやニーズにフィットしていれ
ば、それを買うことをためらう理由は「おひとりさ
ま」にはありません。30 代から 40 代の女性には「自
分へのご褒美」という消費行動がありますが、「お
ひとりさま」なら他の家族に気兼ねすることなく自
分の趣味に合ったものを選びます。こうした視点で
考えると、１人暮らし比率の高い豊島区や中野区に

「オタクの聖地」と呼ばれている商業施設やエリア
があるのもうなずけます。
　これからは若者だけでなく、高齢者の１人暮らし
も増えてくると予想されています。いずれにしても
この先の消費トレンドを考える上で「おひとりさま
消費」がどこに向かい、何を求めるようになるのか
を知ることはとても重要なポイントです。

日経ＢＰ総研マーケティング戦略研究所
　上席研究員

渡辺　和博

◇渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
 　日経ＢＰ　総研マーケティ
ング戦略研究所上席研究員。
1986 年、筑波大学大学院理工
学修士課程修了。同年、日本
経済新聞社入社。日経パソコ
ン、日経ビジネス、日経トレ
ンディなどＩＴ分野、経営分
野、コンシューマ分野の専門誌編集部を経て現
職。全国各地の商工会議所などで地域振興や特
産品開発のための講演・コンサルを実施。消費
者起点のものづくりをテーマに地域発のヒット
商品育成を支援している。
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確定申告の準備をお忘れなく！
平成 29 年分所得税および復興特別所得税の確定申告の受付が、平成 30 年 2 月 16 日（金）より始まります。
受付期間の日程を再確認し、申告に備えましょう。

所得税の確定申告受付期間
　　平成 30 年 2 月 16 日（金）～ 平成30年３月15日（木）まで
消費税の確定申告受付期間
　　平成 30 年 2 月 16 日（金）～ 平成30年４月2日（月）まで

納付書により納税される方
所得税及び復興特別所得税の納付期限	 平成 30 年 3 月 15 日（木）
個人事業者の消費税及び地方消費税の納付期限	 平成 30 年 4 月　2 日（月）

振替納税を利用されている方
所得税及び復興特別所得税の振替日	 平成 30 年４月 20 日（金）
個人事業者の消費税及び地方消費税の納付期限	 平成 30 年４月 25 日（水）

所得税
消費税 の 確定申告  無料税務相談  実施中！

鹿屋支部の各税理士事務所では無料税務相談を実施しております。
□相談を希望される方は事前に下記の各税理士事務所に電話でお申込みください。
□相談は無料です。（ただし、おおむね 30 分以内）

南九州税理士会・鹿屋支部　会員名簿
氏　　名 所　在　地 電話（0994）

伊集院　一　男 鹿屋市寿 43-2315
風呂井　　　敬 鹿屋市田崎町 44-5311
朝　倉　正　博 鹿屋市寿 44-8868
青　山　三　郎 鹿屋市本町 42-5822
岩　崎　隆　夫 鹿屋市寿 43-5011
二　宮　道　昭 鹿屋市新生町 43-8723
鶴　野　英　一 鹿屋市共栄町 43-3737
武　石　卓　郎 鹿屋市今坂町 42-0560
南 　　光　幸 鹿屋市寿 41-2810
小　林　千　鶴 鹿屋市上谷町 41-8811
窪　田　伸　一 肝付町富山 65-7456
竹之内　 德　嗣 鹿屋市札元 52-0810
眞   茅　喜   昭　 鹿屋市笠之原町 41-2610
尾　曲　　　賢 鹿屋市寿 43-2315
廣　瀬　克　彦 鹿屋市白崎町 41-7763

氏　　名 所　在　地 電話（0994）
中　倉　和　人 鹿屋市串良町有里 31-4005
大　薗　純　広 鹿屋市共栄町 43-2525
半　崎　光　男 鹿屋市西原 41-0234
窪　田　哲　郎 肝付町新富 65-4095
堀之内　初　男 肝付町前田 65-2269
福　永　　　譲 鹿屋市西原 41-1325
四　元　一　右 鹿屋市西原 43-3653
七　村　義　見 鹿屋市下堀町 45-7725
河　野　純　一 鹿屋市高須町 47-3030
風呂井　　　誠 鹿屋市田崎町 44-5311
鈴　木　勝　一 鹿屋市西原 44-5534
原　﨑　　　誠 鹿屋市西原 43-2341
児　島　　　州 鹿屋市吾平町 58-8885
大　川　良　和 鹿屋市串良町有里 31-4005

税理士会登録順
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